立教セカンドステージ大学
「20世紀と昭和の歴史」　　　立花隆教授　　　＊印は筆者感想
第3回　2009・4・30　＜時事＞大型連休前で道路の渋滞予測、ＥＴＣ高速道路1000円
　　　　　　　　　　　　　　　連休の経済効果など愚策の報道の狂想曲ばかりマスコミ
　　　　　　　　　　　　　　　で流れている。
　　　　　　　　　　　　　　　相変わらず、空港では、マスク姿の客の集団を見つけて　　
　　　　　　　　　　　　　　　報道しレポーターまでご丁寧にマスク着用の念の入れ様
イントロダクション
立花教授より「先週のリアクション・ペーパーに、第一次世界大戦は機関銃の登場で
戦況が大変わりした・・・と述べたが、質問ペーパーに以前より機関銃がすでに使用て
いたとの質問に答える」
確かに以前より使用していた（図解で説明）。旧式というか、連続発車可能な大砲型の
ガットリング砲などを紹介していただく。
＊ガットリング砲は、司馬遼太郎の戊辰戦争を描いた「峠」で長岡藩の家老・河井継之助
　が官軍に対抗するために、すでに幕末の時点で外国より購入していた。
　この実績も知らず、二百三高地で「突撃！突撃」と愚策の「武士道・精神論」で大量の
　死者を出した、乃木将軍は天下の馬鹿将軍。
　しびれを切らした国内首脳が、児玉源太郎を派遣し乃木と交代したら、数週間のうちに
　二百三高地が陥落したのは、歴史的事実だ。
乃木は明治天皇崩御の時に赤坂（今の乃木坂の辺）で夫婦で自害切腹して二百三高地
の責任をこの自害によって責任を取ったはずである。
＊この自害切腹という責任の取り方は後世、乃木神社、乃木坂、など命名され「軍神」と
仰がれているのは、後の軍事政府が　都合よく「日本人魂、武士道の鏡」と祭り上げて
いき、国民もその様に洗脳された様だ。
1．第一次大戦
　ウイルソン大統領の登場。歴代の中で、唯一プリンストン大学学長まで務めた学者出身
の大統領。
・先回話した、サラエボ事件をきっかけに勃発した第一次大戦は、後々現在でも紛争
　の絶えない「中東戦争」の枠組み原因が形成された。
2．ワシントン会議
　アメリカ大統領ハーディング大統領の提唱で開催。1922年～。
　重要なことは、「ワシントン会議」と言えば、私たち日本人は「ワシントン軍縮会議」
　という印象ばかり持っているはずだ。政府もそのことばかり報道した。
　軍事の縮小、軍縮協定は米英日本が、５：５：３の、日本だけが割を食らった差別的
　な結果ばかりを国民に知らしめた。（学校の教科書もそうなっている）
　実際は５：５：３にまだフランスやイタリアは１.7位の比率で、別に日本だけ屈辱的な結果になったわけではない。でも「戦争思考高揚の道具」にと喧伝された。
　他にも5つの条約があり、「日英同盟の廃止」、4カ国条約（米英日仏）さらには
　この4カ国にオランダ、ベルギー、ポルトガルなどを加えた9カ国条約などが締結されているが日本国民には、知らされていない。
　日中戦争（日本の中国侵略戦争）の発端となった「満洲国建国」に各国が猛反発したのは、単なる日本バッシングではなく、この侵略違反の取り決めは、このワシントン会議
　の9カ国条約に違反している、いわゆる「条約違反」であることを今は理解しなくては
　ならないだろう。
3．日本の諸外国からのイメージ
　　怖い団体「黒龍会」（内田竜平主宰）が日本を支配していると、欧米サイドの考えと
報道。実際はそんなに右翼団体としては、外国が思う程でもなかった様だ。
　　
4．20世紀の「二大モンスター・ヒトラーとスターリン」
　　ヒトラーはユダヤ人虐殺も含め１０００万人以上を殺戮したという、印象どうりの
　　モンスターだが2000万人以上殺戮した人物がいる。
　　ソ連ロシアのペレストロイカ以降に段々明らかになってきたが、スターリンは
ある意味でヒトラーを上回るモンスターである。
＊ウクライナから帰国して、今年セカンドステージ大学に入った受講生この講義の後
　ウクライナでは、現地では１千万人殺されていると言われている・・と述べていた。
5．ミレニアム・・・・千年単位の歴史の見方
以上、次回の講義で行う。
6．出典、資料の紹介（プリントで全員戴く）
　「帝国主義のさまざま」を研究する上で読んでおいた良い本
　①「帝国主義論」　J・Aホブソン著
　②帝国主義、独占資本主義他　レーニン著
　③「帝国主義と社会階級」　シューペンター著
④J・ギャラハート　R・ロビンソン
　⑤「門戸開放帝国主義」　これが後々アメリカ帝国主義の外国干渉、戦争の理由
　　　　　　　　　　　　　になってくる。＜自由と解放の思想のもとに＞
　　　　　　　　　　　　　ベトナム戦争、湾岸戦争イラク戦争などの現在の世界の
構図の形成になる。
　　　　　　　　　　　　　
　⑥「社会帝国主義論」　セシル・ローズ　　フェビアン
　　　　　　　　　　　社会問題（過剰人口）のはけ口として
　　　　　　　　　　　対外膨張政策が国内の緊張緩和と国民
　⑦「従属理論」
　⑧「新マルクス主義・帝国主義理論」　　Ｈ・マグフ
　⑨「世界システム論」　ウオーラー・ステイン
　　　　　　　　　　　　「中心」と「周辺」「半周辺」（地中海ヨーロッパ）
　　　　　　　　　　　　後期運動と長期変動
　　⑦⑧⑨は現在の帝国主義を語っている
　⑩山川出版社　世界史リブレット
Ｎｏ40木谷勤著
　　地図と集計による英国やロシアなどの植民地を含めた、国家の人口と専有面積
